
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.１７ 2018.１０月発行 

 

塩竈の学びが一堂に。『第１３回教育フェスティバル』開催 

～ 教育の取組みをもっと身近に。みんなで観て、聴いて、体験して～ 

～ 

【編集・発行】塩竈市教育委員会教育部教育総務課 
〒985-0052 塩竈市本町１番１号 

☎:022-362-7744 ファクス:022-365-3347   

WEB版 配信中 
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塩竈市教育委員会 News  
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声援を送る皆さん（26 日・水道部庁舎前） 

「第 13 回 塩竈市教育フェスティバル」が開催されます。 

このイベントは、いわば、塩竈の教育見本市。「給食まつり」から回を重ね、1３回目を迎えます。日ごろの学習活動のス

テージ発表や子どもから大人まで楽しく学べる体験ブース、学校や各教育施設紹介や作品展示など、昨年より充実させ

ようと実行委員会が結成・始動しました。当日は魅力的なパフォーマンスの数々で、皆さんをお待ちしています 

学校給食コーナーでは、食べ物について

ゲームで楽しく学びました（右） 

 

■第 1３回 塩竈市教育フェスティバル■  

□と き 平成３０年 11月１０日（土）９：３０～１４：３０  □ところ 塩釜ガス体育館（今宮町） 

主催 塩竈市教育フェスティバル実行委員会・市教育委員会 

参加 市内小中学校、幼稚園、保育所、市民図書館、遊ホール、ふれあいエスプ塩竈、塩竈市杉村惇美術館、 

NPO塩釜市体育協会、塩竈市子ども会育成連合会、宮城県塩釜高等学校 ほか  ※現在の予定です 

昨年の「塩竈市教育フェスティバル」場面集 

（昨年 11月 11 日・塩釜ガス体育館） 

 

 

 

 

 

今年のテーマ、内容を話し合う実行委員会の皆さん。 

（9月 7日 ・市民交流センター視聴覚室） 

 

- 

ステージ発表では中学生の

マーチングバンド（上）や

保育所園児の太鼓演奏

（左）など、日ごろの学習

の成果を披露 

 

ものつくり体験で、初め

て、いす製作に挑戦しま

した（左） 

問 市教育フェスティバル実行委員会 （学校教育課）  ☎365-3216） 
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編集後記 

Movement ～１0 月の動き～ 

9 月 8 日（土）～10 月 28 日（日） 

      特別企画展 杉村惇作品展 

       ～存在と空間の伝説～☛市杉村惇美術館 

10 月 5 日（金） 教育委員会定例会☛壱番館庁舎 

第 3 回教育フェス実行委員会 

☛壱番館庁舎 

 10 月 6 日・7 日（土・日）塩釜市芸術文化祭☛遊ホール 

 10 月 7 日（日） 新聞の読み方講座☛市民図書館 

 10 月 13日（土）学芸員ギャラリートーク☛市杉村惇美術館 

 10 月 20日（日）伊達綱村遠忌シンポジウム☛塩竈神社 

10 月 24 日（水）総合教育会議☛壱番館 

         教育委員会定例会☛壱番館   

  11 月 1 日（木）市教育功績者表彰式☛エスプ 

○事業名・会場名は一部略称で表記しています。また予定は変

更される場合があります。ご了承ください 

ちょっとだけ 

Pickup 
 
 

 

青学の皆さん。サマースクール、ありがとう 

対面式に臨む児童の皆さん。合唱で歓迎しました 

 
Report 
 

 

 

 

塩竈のまちを一緒に、楽しく走ろう！ 

～『千葉真子ふれあいランニングフェスタ in 塩竈』に皆さんが集いました～ 

問 生涯学習課 ☎362-1023 

 
Report 

 

 

 

あこがれの代表選手と練習交流 

～卓球男子ナショナルチームが塩竈で合宿・練習会を行いました～ 

～憧れの選手と 

 

 

■まちなかを歩いていると、ふわりと金木犀の香りが漂い、夜が更けるのも

早くなってきました。秋の夜長は読書にぴったり。ずっと読みたかった長編

作品を手にしながら今年も『読書週間』を楽しみたいと思います （ひ） 

■「どうしたら多くの皆さんに情報をキャッチしてもらえるか」それは送り手側

の永遠の課題。もう一つは「知る人ぞ知る」になっていないかの内省も。

今年の教育フェスは初めて足を運ぶ方に届くようあの手、この手で（幹） 

 

今年も青山学院大学のボラ

ンテイアの皆さんに夏休み・サマ

ースクールで中学生の自主学

習活動をサポートしていただき

ました。皆さん、ありがとうござい

ました（８月 23 日 一中） 

 

東日本大震災で被災した地域への

復興支援と卓球の普及・振興を目的に

９月１０日（月）～１４日（金）

卓球男子ナショナルチームが来塩。公開

練習や市内の児童生徒の皆さんと練習

を通して交流しました。憧れの選手を相

手に緊張しながらも楽しく汗を流しました 

 

 

９月１５日（土）、マラソン

ランナーでスポーツコメンテーター

の千葉真子さん（左）をお迎え

し、ランニングイベントが開催され

ました。はじめに千葉さんが走る

姿勢や呼吸などランニングクリニッ

クを行いました。その後、参加し

た１２５人のランナーの皆さん

が神社とその周辺コース約３キ

ロメートルを家族や仲間と楽しく

走りました 

 

鹽竈神社表坂下で、スタートの合図を待つ参加ランナーの皆さん 

 市内宮町付近で 

 

 

歓迎する佐藤市長と選手の皆さん（上） 

子どもたちとの練習風景（右） 

（９月１２日 塩釜ガス体育館） 

 


